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デジタル教材『することリストタイマー』 

2022.02.28 作成 

熊本市教育センター 

ＩＣＴ支援室 作成 

 

作業時間の見通しや作業手順の把握ができるように、１～６０分間の作業時

間を 1～５の作業項目で分けてタイマー監視を行い、１つの作業項目毎にカウン

トダウンして行き、作業の進行をアラームで知らせる教材です。 

Windows または iPad で使用可能です。  

 
 
１. 下記 URL にアクセスすると、下記の画面が表示されます。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/ListTimer/ 

ここをクリックして起動 

画面左側には、時計が表示されて現在時刻を表しています。 

画面右側には作業項目で「今すること」と「次にすること」が表示されています。 

初めて起動するときには、サンプルの初期値として「すること１」「すること２」「すること３」

の３項目が全４５分間のリストとして登録されています。 

作業項目の内容を変更するには、「すること設定」ボタンで設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すること設定ボタン 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/ListTimer/


p. 2 

 

２. 「すること設定」ボタンを押して、設定画面を開きます。 

最大５つの項目を登録できます。各項目の作業時間の合計は最大６０分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. することの項目を選択すると、赤枠が表示されます。 

そのあと、「鉛筆」ボタンを押すと文字入力画面が表示されるので、することを入力しま

す。OK ボタンでリストに反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①することを選択します。 

②鉛筆ボタンを押します。 

③することを入力します。 

設定画面 
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４. することの時間は、スライダーを左右に動かして設定します。 

設定可能時間は最大６０分までなので、他の項目時間との合計が６０分に達すると、そ

れ以上は設定できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 項目を削除する場合は、選択後に消しゴムボタンを押します。 
項目文字と時間が削除されて空白になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②時間が設定されます。 

①スライダーを動かして設定します。 

①消しゴムボタンを押します。 

②項目が削除されます。 
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６. 設定が完了してＯＫボタンを押すと、元の画面に戻ります。 
最初、することの項目が２つ表示されます。上段が今すること、下段が次にすることに
なります。改ページボタンを押すと、スクロールしてすべての項目が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＯＫボタンで設定を

確定させます。 

②改ページボタンで

項目の確認をします。 

設定した内容は、ブラウザ内

に自動保存されるので、次回

開いた時に設定内容はその

まま表示されます。 
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７. マーカーボタンを押すと、時計の背景に項目ごとに分割された円グラフが表示されます。
もう一度押すと表示が消えます。（マーカーは開始するまで長針に連動して動きます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８. ふんボタンを押すと、時計の文字盤に分の数字が表示されます。 
もう一度押すと表示が消えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①マーカーボタン

を押します。 

②項目毎の円グラフ

が表示されます。 

①ふんボタンを押

します。 

②分の数字が表示

されます。 
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９. 手動ボタンを押すと、現在時刻に関係無く手動で時刻を変更できます。 
短針と長針にポインタが表示されるので、ドラッグして時刻を設定します。 

時計の長針を右回りにドラッグすると、時計の針が進みます。 

また、左回りにドラッグすると、時計の針が戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時計の短針をドラッグすると、時計の針を速く進めることができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②長針の先端を

マウスでドラッグし

ます。 

①手動ボタンを押

します。 
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１０. はじめるボタンを押すと、タイマーがスタートしてカウントダウンが始まります。 
※手動でない場合は、現在時刻からスタートします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウントダウン中は、リスト上部に今することの残り時間が表示されます。 

マーカーを表示している場合は、今することの時間帯が強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今することの時間帯 

今することの残り時間 
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１１. 今することの時間が終了したらアラームを１回鳴らしたあと、スクロールアップして次に
することに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２. カウントダウン中に「やめる」ボタンを押すと中止の確認画面が表示されます。 

「はい」を選択するとカウントを中止して初期状態に戻ります。(時計は現在時刻になる) 

「いいえ」を選択するとそのままカウントダウンを継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今することがスクロールして
切り替わります 

時間帯の表示も切り替わります 

やめるボタン 
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１３. 最後までカウントされたら、アラーム音を繰り返し鳴らして完了メッセージが表示され
ます。 
「おわる」ボタンを押すとアラーム音を止めて初期状態に戻ります。 
(時計は現在時刻を指します) 
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【拡張設定】 
 

ブラウザ上で起動 URL にパラメタを追加すると、起動

時のリスト内容を初期設定することができます。 
 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/ListTimer/?list=は
じめに(10),つぎに(15),そのつぎ(12),まとめ(5),さいごに(3) 

 

上記の赤文字の部分が設定項目になります。 

 
“?list=” の後に 項目名(分) の形式で、最大５個までカンマ区切りで指定でき

ます。６個以上指定した場合は無視されます。 

また、各項目の(分)の合計が６０分を超えるときは超える前の項目までが有効

となります。 

 

設定後に URL をお気に入り登録しておくと、次から初期値として起動可能です。

また授業で配布する場合も設定後の URL を web カードとして作成しておき、配布

してください。 

※パラメタ指定で起動した場合は、すること設定で内容を変えてもブラウザ内に

は保存されないのでご注意ください。 
k 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメタの内容が反映

されます。 

※括弧と分の数字は半角にします。 
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タブレットでこの教材にアクセスする場合は、 

カメラで下記のＱＲコードを読み込ませてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


